
気持 を新たにして私自身の問題に取 り組みたいと思っているO ( 3回生 )

こ の ご ろ 思 う こ と

林 道 子

私はS35年に卒業 して.当時の都庁民生局に就職 しました｡そう深V,考えもなく福祉の仕事をし

たいと希望 した ら.下町のある福祉事務所に配属されましたO大卒者はまず ケースワーカーにすると

いう局の方針で.私 も早速その仕事にろ方､さ坑たのです. この区は山手地区と異 なり.大変特殊な地

域を多 く抱えていました.バメヤ. ドヤ.朝鮮人部落等 .私が今 までに見た こともないような人々の

生活がそこにありました.仕事がきついせい もあって他所か らの転勤希望者は皆無でしたか ら.欠員

はいつ も新卒者でうめられ.そのことがかえって職場を若々しい活気あるものに していました. 〝ど

うやって生きていけというんだ′〝ともろにぶつかって くる対象者への対応に明け暮れた緊張の日 ｡々

さすがにノンビリ屋の私 も,今までの自分が内面からつき動かされるような衝草を受けたので した.

そして,人々の悲惨 とつきあうという余 り愉快でない仕事をいつのまにか十年以上も続けてしまいま

した｡ (昨年,人事異動で児童館と敬老館の仕事にかわるまで. )

又,この間,私は子どもが三人になりましたが.仕事を続けるためには保育(教育 も含めて )の問

題を解決することが絶対の条件でした｡明 日から子どもを預かって くれる人をポスターで探す ような

時代でしたから並大抵ではありません｡その頃団地に住む同じようを状況の人達 (こ主人も)と.千

どもの手を引いて陳情に出かけたりしたものです｡仕事か家庭か.いつも二者択一をせまられた体験

の共有者達は,今でも年に一回集まって.あの頃の話と今 日的話題 (受験のこと等 )に時間を忘れて

語 りあうのです.でも,今考えてみると仕事と子育て両方をとるというのは大変欲張 りな生 き方を選

んだものだと.われなが らあきれる思いが します｡そして.くらしに根づきつ ゝ仕事にたずさわるこ

との意義について.いさ かゝの自負心 もちょっぴり･･････.

現在では,婦人が働 き続けるための条件 も大分整えられてきましたが,先頃総理府が発表 した ｢婦

人白書｣にもみられる通 り.まだ解決されるべき諸問題は実に多いです｡特に社会的施策以前の間痩

として.昔からの根強い因習があげ られます｡

一例 として.職業-の関わり方についてですが.男性は幼時か ら自立 して働 くように育て られてお

り.社会に出れば男性の仲間か ら引き立て られ,鍛えられて見違えるように成長 していきます｡ もち

ろん今 日の競争社会ではきれいととばか りではないし, ｢黄争原理に立つオ トコ文明のゆきづまり･･･｣

という指摘も一面では うなずけるのですが｡いずれにして も,人間は環境や条件によって成長 もし変

化 もするのですか ら.学びたい.向上したいという人には,いつ もどこでも学習と研鎌の場を開いて

ほしいと願 うのは私だけではないでしょう.

かって苦難の道を切 り開いていった日本の女性達の歴史をひもとく時.私の中に深い感動が広がっ

ていきます.子育てとくらしに簡着 した地を這 うような女達の生 き方.それは能率や競争とは次元の

異 なる,生命につ ら在るものなのでしょうO きいとに先 日の朝日新聞にのっていた早大鹿野教授の-
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文 より引用させていただいて拙文を終 らせていただきます｡ ｢1970年代に入ってか らの世界的とも

いえる女性問題の提起は,女性史学の進展にあらたな活力をあたえた｡ (中略 )それが歴史の見方に

ついて,ひいては世の中全体に何 らかの転換をせ まる起爆力を内包 している.｣ (8回生 )

春 の 庭

太 田 晴 子

私は.現在百科事典関係の出版社に勤めている関係で,母校を訪れる機会が割合に多いといえるか

もしれません｡ なかでも地理談話会は私自身の勉強のためと.先生方をはじめ先輩や後輩の交歓の場

となることを望んで,いつ も心待 ちに しております. しか し覆が ら実際は,時間に追われて会が終る

とそそくさと家路に急 ぐのが常で した｡それにいつ もは私たちの学生時代にはなかった文教育学部本

館の方か ら出入 りし,その 7階か ら広 く覆った母校を眺めるだけで,往時とひき比べある種の感慨 こ

そかすかに胸の中に湧き上ることはあって も,遠い学生時代の-こま-こまを思い出す ということは

ありませんでした｡

1月も半ばをす ぎたある土曜日,式先生の話を楽 しみに談話会に出かけましたo ところが折悪 しく

亭主の都合がつかず.4才の次女を連れて出かける破目となりました｡足手まといの娘 を叱陀しなが

ら都電通 りの門か ら入 りました.昔と少 しも変 ら覆い門と裸の銀杏並木,窓わくの少 し大 きく在った

本館在ど古色蒼然としたたたずまいがふと私の足を止めました｡ ｢ここはママの学校 よ｣と子供に言

い聞かせつつ私にとってまさに ｢青春の庭｣である芝生のキャンパス- と急ぎました｡中学校に通 じ

る道 との曲が り角の掲示板には, ｢海外研修旅行｣や演奏会のポス ターが目につ きました｡そのポス

ターとポスターの間のよこれをはがした跡から,60年安保の頃の集会 ビラや原書講読会のビラが浮び

上って来ました｡そして くすんだ掲示板からは未知に対する恐れ と青春の迫力のようなものが感 じら

れて くるのです｡

理学部の建物の前に もう一棟同 じような建物が建築中でした｡かって ｢山の上｣と呼んでいた所に

は学生会館があり,かってはモダンな建物であった学内寮は うす汚れ哀れをもよおしました｡で も護

国寺の杜の眺めは少 しも変 りません｡遠 くに白い超高層 ビルが一つ見えるのを除けばあの頃の風景で

す｡芝生に坐っておしゃべりをした頃のざわめきや頬を夜でる心地良い風の感触,護国寺の森が暮れ

をずんだ頃そのまわりを埋める衝の灯がすぎ去った長い時間を消 してい くのでした｡

高い煙突のついたコンク リートの建物-･ かっては食堂であったのが今はクラブ-ウスに覆ってい

るようです｡ ここのカレーライスは黄色いえのぐのようで,お醤油をかけて何とか口に入れたもので

した｡

横の学生会館の芝生でラケットを振 っている学生達,速館の前でみかけたランニングをしている生

徒達.皆栄養満点のはちきれんばか りの身体つ きをしています｡その若さにはこちらを困惑させるよ

うな弦 しさがあります｡

図書館 - これは確か私が卒業す るころ学生会館と一緒に出来ていたのでしょうか｡今は出入ロ
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